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日時： 2018年1月30日（火）10:10～11:40 場所：神戸大学医学研究科大講義室

成宮先生は我が国を代表する医学・生命科学研究者です。生体機能の調節を行うプロスタグランジン全8
種の受容体を同定、各々の欠損マウスと選択的薬物を創出し、これらを用いてプロスタグランジンの生理
的・病態生理的意義を解明されました。また、低分子量G蛋白質Rhoの生理的意義とシグナル伝達経路を解
明され、これまで不明であったアクチン骨格再編の分子メカニズムの一半と病態での意義を解明されまし
た。いずれも生体分子の機能解明から薬物開発、またその薬物を用いた疾患治療の試みにまで至るもので、
各分野の基盤を形成し、基礎医学と臨床医学の双方に大きな影響を及ぼしています。

本講演では、成宮先生のご研究をお聞かせいただきますとともに、医学・生命科学研究に対する考え方
や今後の展望についてもご指導いただけますものと心より楽しみにしております。（文責 古屋敷智之）
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